「心に残る文化財子ども塾」　生活単元学習　学習指導案
日　時　平成27年6月23日（火）

場　所　島根県立石見養護学校

対　象　小学部５・６年児童2名、

　中学部1年生徒6名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　小中学部担任　3名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲストＴ　古代文化センター職員1名

１　主　題　「道具を通して歴史にふれよう！」
２　ねらい　・古い道具や土器等の文化財に触れる活動や、火起こし体験を通して、歴史を感じたり、現代の便利さに気付いたりする。

３　展　開

	時刻
	学習活動
	指導者の支援及び留意点
	準備物等
	役割

	10:50


	①学習の見通しをもつ
・前時の振り返り
・ねらいと流れを知る。


	○ＧＴを紹介する。
○年表を使いながら前時を振り返り、本時のねらいと共に歴史について学ぶことを伝える。
○簡単な学習の流れを説明し、見通しをもてるようにする。
	年表

	担任

古代ＧＴ

	11:00
	②土器の説明

・現代の道具
・古い道具

・大昔の道具
	○現代の道具（炊飯ジャー）から、釜、土器という風に、時代をさかのぼって説明する。
○年表で確認しながらどのくらい前なのかを考えられるようにする。
	炊飯ジャー

釜

土器
	古代ＧＴ


	11:15
	③火起こし体験

・火起こしの説明

・火起こし体験
	○火をつける道具を考えさせ、イメージを持てるようにする。
○１クラスに１つ火起こしの道具を配り、安全に留意して交代で行うようにする。
	ライター

マッチ

火起こしの道具×３
	古代ＧＴ
担任

	12:00
	④学習のまとめ

・学習の感想を一人ずつ発表する。
	○感想を発表し、学習を広げる。
	アンケート
	担任


４　その他
・雨天決行

・準備物　　　学校　　　　　　：年表、炊飯ジャー、釜、ライター、マッチ

　　　　　　　古代文化センター：土器、火起こしの道具　
